
熊
本
市
と
地
下
水

熊
本
市
は
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
資

源
に
恵
ま
れ
、「
日
本
一
の
地
下
水
都

市
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
73

万
市
民
の
上
水
道
を
す
べ
て
地
下
水
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ダ
ム
も
浄

水
場
も
な
い
、
こ
う
い
う
都
市
は
ほ
か

に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
裏
を

返
せ
ば
、
都
市
の
需
要
を
十
分
に
満
た

す
水
資
源
は
、
地
下
水
し
か
な
い
。
従

っ
て
、
熊
本
市
は
地
下
水
と
共
存
す
る

道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

地
下
水
が
地
表
に
露
出
し
た
も
の
を

湧
水
と
呼
ぶ
わ
け
で
す
が
、
熊
本
市
と

そ
の
周
辺
に
は
大
湧
水
地
帯
が
あ
り
、

市
内
に
あ
る
水
前
寺
成
趣
園
や
江
津
湖

な
ど
は
そ
の
代
表
格
で
す
。
白
川
や
緑

川
と
い
っ
た
大
河
川
も
、
熊
本
市
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
濃
厚
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な
水
文
化
も
育
ち
ま
し
た
。
物
質
と
し

て
の
水
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
は
も
ち

ろ
ん
、
食
、
風
習
、
伝
統
文
化
な
ど
多

様
な
水
文
化
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
含
め

て
水
資
源
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

地
下
水
流
動
系

熊
本
市
は
、
阿
蘇
山
の
西
側
に
位
置

し
、
地
形
・
地
質
は
、
阿
蘇
火
山
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。
阿
蘇
外
輪

西
麓
か
ら
有
明
海
に
至
る
１
０
４
１

h
の
エ
リ
ア
は
熊
本
地
域
と
呼
ば
れ
、

熊
本
市
を
含
む
11
市
町
村
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
広
域
の
地
下
水
盆

（
地
下
水
流
動
系
）
が
存
在
し
ま
す
。
主
要

な
帯
水
層
は
、
第
四
紀
の
阿
蘇
火
山
の

噴
出
物
な
ど
で
、
火
砕
流
堆
積
物
や
溶

岩
、
砂
礫
層
な
ど
が
中
心
で
す
。
つ
ま

り
巨
大
な
地
下
水
の
容
れ
物
を
阿
蘇
火

山
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
熊
本
地
域
の
地
下
水
は
阿
蘇
の
恵

み
な
の
で
す
。

そ
し
て
約
４
０
０
年
前
、
肥
後
に
加

藤
清
正
が
入
国
し
、
数
々
の
土
木
事
業

を
広
域
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
白
川
中
流
域
の
水
田
開
発
が

あ
り
ま
す
。
白
川
は
、
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

内
に
発
し
、
西
流
し
て
熊
本
市
を
貫
流

し
、
有
明
海
に
注
ぐ
一
級
河
川
で
す
。

清
正
は
そ
の
中
流
部
に
井
堰

い
ぜ
き

を
つ
く
り
、

水
田
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
大
規
模
な
も
の
で
し
た
の
で
、
子
の

忠
弘
や
細
川
治
世
に
引
き
継
が
れ
、
完

成
に
至
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
水
田
開
発
が
地
下
水
に

大
き
く
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
ん
で
す
ね
。

阿
蘇
火
山
の
噴
出
物
で
形
成
さ
れ
た
土

地
で
す
か
ら
、
水
田
は
非
常
に
浸
透
性

が
高
く
、「
ザ
ル
田
」
と
形
容
さ
れ
ま

す
。
水
田
に
張
ら
れ
た
水
が
ど
ん
ど
ん

地
下
に
入
っ
て
い
く
。
通
常
の
水
田
の

５
倍
以
上
の
浸
透
能
力
が
あ
り
ま
す
。

水
田
と
し
て
は
出
来
の
悪
い
水
田
で
す

が
、
重
要
な
地
下
水
涵
養

か
ん
よ
う

域
と
な
る
の

で
す
。
　

さ
ら
に
、
白
川
中
流
域
の
地
下
構
造

は
、
地
下
水
の
貯
留
タ
ン
ク
の
よ
う
な

水
文
地
質
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
中

間
の
粘
土
層
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、

深
層
に
直
接
、
地
下
水
を
補
給
し
ま
す
。

熊
本
市
の
水
道
水
源
は
深
層
地
下
水
が

主
で
す
か
ら
、
よ
り
重
要
な
涵
養
域
と

い
え
ま
す
。「
土
木
の
神
様
」
と
い
わ

れ
る
清
正
公
と
い
え
ど
も
、
こ
の
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熊
本
地
域
の
地
下
水
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
阿
蘇
火
山
の
自
然
の

シ
ス
テ
ム
と
、
加
藤
清
正
は
じ
め
先
人

が
つ
く
っ
た
人
間
の
営
み
の
シ
ス
テ
ム

と
が
絶
妙
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
仕
組
み

な
の
で
す
。
白
川
中
流
域
の
水
田
開
発

は
18
世
紀
に
ほ
ぼ
現
在
の
形
に
整
い
ま

す
の
で
、
現
在
の
よ
う
な
熊
本
地
域
の

地
下
水
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
こ
ろ
に
完
成

し
た
、
と
い
っ
て
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
　



地下水
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岩
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熊
本
の
年
降
水
量
は
約
２
０
０
０
㎜

と
多
く
、
熊
本
地
域
に
お
い
て
は
年
間

約
20
億
k
の
降
雨
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
約
３
分
の
１
に
当
た

る
約
６
億
k
が
地
下
水
に
涵
養
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
下
水
涵
養
の
内
訳
は
、
水

田
46
％
、
畑
地
・
草
地
41
％
、
山
地

13
％
と
、
水
田
か
ら
の
地
下
水
涵
養
が

大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
（
１
９
９
０

年
度
の
値
）。

一
方
、
地
下
水
の
流
出
量
は
約
６
億

k
と
し
て
、
汲
み
上
げ
が
約
２
億
k
、

湧
水
の
流
出
が
約
３
億
k
、
有
明
海
な

ど
他
地
域
へ
の
流
出
が
約
１
億
k
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
水
収
支
の
概
要
で
す
。

地
下
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
計
算
結

果
に
よ
る
と
、
近
年
の
水
収
支
は
赤
字

基
調
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
下
水
の
滞
留
時
間
は
、
阿

蘇
外
輪
か
ら
江
津
湖
ま
で
約
20
年
、
同

じ
く
白
川
中
流
域
か
ら
は
約
５
年
程
度

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
の
歴
史

広
域
地
下
水
流
動
系
の
発
見
は
、
昭

和
30
年
代
（
１
９
５
５
年
〜
）
の
熊
本
農
地

事
務
所
（
現
・
九
州
農
政
局
）
の
地
質
官
で

あ
る
柴
崎
達
雄
さ
ん
ら
に
よ
る
台
地
部

の
地
下
水
開
発
調
査
に
端
を
発
し
ま
す
。

「
地
下
水
は
ど
こ
を
ど
う
流
れ
て
い
る

の
か
」。
阿
蘇
西
麓
台
地
部
に
広
が
る

畑
地
に
井
戸
を
掘
っ
て
農
業
用
水
と
す

る
た
め
、
水
文
地
質
が
詳
細
に
調
査
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
所
地
質
官
の

籾
倉
克
幹

よ
し
ま
さ

さ
ん
ら
、
大
学
・
在
野
の
研

究
者
や
熊
本
市
水
道
局
を
中
心
に
研
究

が
進
め
ら
れ
、
ま
た
第
四
紀
地
質
学
の

成
果
も
相
ま
っ
て
、
昭
和
50
年
代
（
１

９
７
５
年
〜
）
に
は
広
域
地
下
水
流
動
系

の
認
識
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）
に
起
き

た
健
軍

け
ん
ぐ
ん

水
源
地
隣
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
問
題
は
、
地
下
水
研
究
を
前
進
さ
せ

た
だ
け
で
な
く
、
開
発
か
ら
保
全
へ
と

地
域
社
会
の
視
点
を
大
き
く
動
か
す
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
　

当
時
、
住
宅
公
団
が
市
最
大
の
水
源

地
で
あ
る
健
軍
水
源
地
の
隣
地
に
高
層

住
宅
団
地
の
建
設
を
計
画
。
既
に
土
地

の
買
収
も
終
え
、
資
材
が
搬
入
さ
れ
る

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
事
態
は
進
ん
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
住
宅
団
地
の
基
礎

杭
が
水
道
水
源
の
主
要
帯
水
層
に
林
立

す
る
と
水
源
地
に
影
響
す
る
と
し
て
、

住
民
ら
の
反
対
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

市
も
調
査
を
行
な
い
、
結
局
、
計
画
は

白
紙
に
戻
り
ま
し
た
。

熊
本
市
議
会
は
翌
１
９
７
６
年
（
昭

和
51
）
３
月
に
「
地
下
水
保
全
都
市
宣

言
」
を
決
議
し
、
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
）

の
「
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
」
の
制

定
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
建
設

予
定
地
だ
っ
た
場
所
は
市
の
公
園
と
な

り
、
地
下
に
は
水
源
地
が
整
備
さ
れ
、

今
も
主
力
水
源
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
後
に
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」

25 地下水盆と共存する政策へ
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と
言
わ
れ
る
出
来
事
で
し
た
。
１
９
８

０
年
（
昭
和
53
）
に
は
、
熊
本
市
営
戸
島

塵
芥
埋
立
地
の
地
下
水
汚
染
が
判
明
し
、

大
変
な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
水
量
保
全
政

策
は
、
１
９
９
８
年
（
平
成
10
）
ご
ろ
ま

で
は
、
県
市
合
同
の
地
下
水
総
合
調
査

の
実
施
、
地
下
水
観
測
井
の
拡
充
、
大

口
地
下
水
採
取
者
へ
の
節
水
合
理
化
指

導
な
ど
が
中
心
で
し
た
。

こ
の
間
、
水
質
の
面
で
は
、
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
揮
発
性
有
機
化

合
物
に
よ
る
地
下
水
汚
染
が
顕
在
化
し
、

調
査
や
浄
化
対
策
で
大
変
な
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、

そ
の
都
度
、
反
省
や
対
策
が
と
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

時
期
が
前
後
し
ま
す
が
、
熊
本
県
・

熊
本
市
は
、
多
く
の
研
究
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
と

１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
に
２
度
の
地
下

水
総
合
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
る
形
で
、

前
述
の
広
域
地
下
水
流
動
系
の
解
明
、

地
下
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地

下
水
収
支
計
算
、
将
来
予
測
な
ど
を
行

な
い
、
合
わ
せ
て
地
下
水
保
全
の
課
題

解
決
へ
の
道
筋
が
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熊
本
地
域
の
地
下
水
研

究
や
対
策
の
歴
史
は
、
現
実
的
な
問
題

に
直
面
し
な
が
ら
進
ん
で
き
た
わ
け
で

あ
り
、
け
っ
し
て
最
初
か
ら
計
画
的
・

体
系
的
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

地
下
水
政
策
の
発
展

熊
本
地
域
に
お
け
る
地
下
水
量
の
減

少
は
、
時
代
と
と
も
に
都
市
化
と
水
田

の
減
反
が
進
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
的

に
は
地
下
水
位
が
低
下
し
、
江
津
湖
な

ど
の
湧
水
量
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
量
は
、
１

９
８
４
年
（
昭
和
59
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
生
活
用
水
使
用

量
は
他
都
市
に
比
べ
、
依
然
と
し
て
高

い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
下
水
量
政
策
を
発

展
さ
せ
る
「
熊
本
市
地
下
水
量
保
全
プ

ラ
ン
」
が
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
３

月
に
登
場
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
地
下
水
量
保
全
の
政
策
は
、

地
下
水
の
汲
み
上
げ
量
を
減
ら
し
、
地

下
水
の
涵
養
量
を
増
や
す
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
５
カ
年
計
画
と

し
て
、
水
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
改
善
を
念

頭
に
置
き
、
熊
本
地
域
の
地
下
水
量
が

抱
え
る
課
題
に
対
応
す
る
よ
う
、
体
系

的
に
施
策
・
事
業
が
組
み
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
新
規
事
業
が
多
く
、

難
易
度
も
高
い
も
の
で
し
た
が
、
５
年

間
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
実
行
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
の
例
を
挙
げ
る
と
、
節
水

市
民
運
動
の
展
開
、
水
道
料
金
の
改
定
、

白
川
中
流
域
の
水
田
を
活
用
し
た
人
工

涵
養
、
上
流
域
と
の
交
流
連
携
、
地
下

水
保
全
条
例
の
全
面
改
正
な
ど
で
す
。

馬場楠井手の鼻ぐり。下が模型で左下が現在。かつては手入れ
もされずに草がぼうぼうとしていたので、見るために降りてい
くのも命がけだったと言う（左上の写真は岡裕二さん提供の当
時の写真）。台地の下だから、ヨナ（火山灰の堆積物）が溜まる
と手入れができない。そのため用水路を掘る際に、隔壁を設け
牛の鼻ぐりのような穴を開けて、底の流速が増すことを利用し
てヨナを排出させた。恐るべし、加藤清正。



熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
は
、
最
終

的
に
は
広
域
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
の
熊
本
の
地
下
水

保
全
の
歴
史
の
中
で
、
大
変
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
は
ず
で
す
。
関
係
行
政

に
は
、
こ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
大
き

な
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

多
様
性
の
証
明
「
熊
本
水
遺
産
」

「
熊
本
の
水
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
」

と
、
よ
く
自
問
し
て
き
ま
し
た
。
答
え

は
平
凡
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
〈
多
様
性
〉

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
は
、
生
態
系

を
育
み
、
土
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を

育
み
ま
す
。
従
っ
て
、
熊
本
の
水
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
多
様
性
を
守

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

多
様
性
を
構
成
す
る
一
つ
ひ
と
つ
の
水

資
源
、
例
え
ば
湧
水
で
あ
り
、
水
と
か

か
わ
り
の
深
い
史
跡
で
あ
り
、
食
で
あ

り
、
祭
り
や
風
習
で
あ
り
、
こ
れ
ら
資

源
を
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

特
に
現
代
は
時
代
の
移
り
変
わ
り
が

速
く
て
、
街
並
み
な
ど
も
す
ぐ
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
。
小
さ
な
湧
水
地
な

ど
は
開
発
の
波
で
跡
形
も
な
く
消
え
失

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
は
、

多
様
性
の
危
機
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
市
で
は
、
多
様
な
水
文
化
を
守

り
伝
え
る
た
め
「
熊
本
水
遺
産
登
録
制

度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
湧
水
、
食
、

土
木
建
築
、
祭
り
、
風
習
な
ど
有
形
無

27 地下水盆と共存する政策へ

最
も
重
要
な
地
下
水
涵
養
域
で
あ
る

白
川
中
流
域
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

水
田
を
活
用
し
た
涵
養
事
業
で
す
。
上

流
域
の
大
津
町
や
菊
陽
町
な
ど
と
協
定

を
結
び
、
減
反
に
よ
り
転
作
し
た
農
地

に
１
〜
３
カ
月
間
水
張
り
を
行
な
っ
て
、

熊
本
市
が
参
加
農
家
に
助
成
金
を
交
付

す
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
し
た
。
現
在

は
４
０
０
戸
以
上
の
地
元
農
家
の
協
力

を
得
て
、
年
間
約
２
０
０
０
万
k
の
地

下
水
が
涵
養
さ
れ
て
い
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
減
反
に
対
応
す
る
涵
養
事

業
で
す
。

さ
ら
に
地
下
水
保
全
条
例
の
全
面
改

正
の
中
で
、
開
発
や
建
築
物
の
新
築
時

な
ど
に
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
を
義
務

化
し
て
い
ま
す
。
都
市
化
し
て
し
ま
っ

た
区
域
の
地
下
水
涵
養
機
能
を
取
り
戻

す
こ
と
が
狙
い
で
す
。

そ
の
結
果
、
降
水
量
の
影
響
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、
地
下
水
位
が
上

昇
傾
向
に
転
じ
て
い
ま
す
。
東
海
大
学

の
市
川
勉
教
授
に
よ
る
と
、
白
川
中
流

域
の
人
工
涵
養
事
業
が
付
近
の
地
下
水

位
を
約
２
ｍ
上
昇
さ
せ
て
い
る
と
、
事

業
の
効
果
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
量
に
お
け
る
対
策
は
不
十
分

で
あ
り
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
３
月

に
後
継
の
「
熊
本
市
地
下
水
保
全
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
事
業
の
継
続
と
定
着
、

強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
水
質
の
面
で
は
、
硝
酸
性
窒

素
の
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、
こ

れ
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地域が教えてくれる大切なもの

民の立場で発信する

岡 裕二
おか ゆうじ

舫
もやい

ワークス有限会社　代表取締役

1955年熊本・川尻出身。本業の地域計画づ

くりのかたわら、緑川の流域連携組織

（NPO法人）や九州の川の流域連携組織

（NPO法人）の事務局を務めている。

地域づくりの実践例として、NPO法人九州

流域連携会議が2000年より毎年主催してい

る九州「川」のワークショップ及び九州川

のオープンカレッジ（2003〜2008）、2008

年熊本県主催：八代元気づくり大賞、2005

年から2007年緑川流域委員会委員。

舫
ワ
ー
ク
ス
（
有
）
の
岡
裕
二
さ
ん
に
、

熊
本
の
ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
ス
ポ
ッ
ト
を

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
岡
さ
ん
は
加
勢

川
の
下
流
に
位
置
す
る
、
川
尻
の
出
身
。

学
生
時
代
以
降
、
熊
本
を
離
れ
た
時
期
が

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ず
っ
と
地
域
の
変

遷
を
見
守
っ
て
き
た
人
だ
。

本
業
の
地
域
計
画
づ
く
り
の
か
た
わ

ら
、
流
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
、
九
州
の
流
域

連
携
組
織
の
運
営
や
事
務
局
を
務
め
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
経
験
と
実
践
を
と
お
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
・
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
て
、
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
熊

本
県
内
外
で
地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て

き
た
。

美
し
い
水
が
豊
富
に
あ
る
熊
本
で
も
、

水
質
汚
染
や
地
下
水
位
の
低
下
、
中
山
間

地
の
過
疎
・
高
齢
化
や
都
市
部
の
空
洞
化

と
い
っ
た
悩
み
は
、
全
国
共
通
だ
。

「『
地
域
が
私
の
先
生
』
を
信
条
に
、
中

山
間
地
域
の
振
興
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、

活
動
・
実
践
の
範
囲
が
流
域
環
境
の
保
全

に
と
ど
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う

こ
と
。
地
域
福
祉
、
環
境
教
育
、
ひ
い
て

は
防
災
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
ま
で
広
め
て

い
か
な
い
と
、
問
題
解
決
に
は
た
ど
り
着

き
ま
せ
ん
」

と
岡
さ
ん
。

熊
本
地
域
に
は
市
が
積
極
的
に
進
め
る

水
遺
産
を
は
じ
め
、
素
晴
ら
し
い
見
所
が

各
地
に
点
在
す
る
。
都
会
の
真
ん
中
の
水

前
寺
公
園
や
江
津
湖
の
よ
う
な
美
し
い
遊

水
池
は
、
水
の
恵
み
を
身
近
に
感
じ
る
き

っ
か
け
だ
。

岡
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
た
フ
ィ
ー
ル

ド
は
、
水
と
人
の
暮
ら
し
の
か
か
わ
り
を

再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
、
い
わ
ば
財
産
。

ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
釈
を
広
げ
、

「
見
る
」
だ
け
で
は
な
く
「
触
れ
て
」「
か

か
わ
る
」
こ
と
で
、
環
境
保
全
や
地
域
の

活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
実
感
し
た
。

緑川の支流・加勢川の
下流に位置する川尻は、
岡さんのお膝元。外城
蔵と船荷の積み降ろし
に使われた約150mの石
段が残る。
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に
し
た
熊
本
市
の
制
度
の
ほ
う
が
、
よ

り
本
質
的
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

登
録
数
も
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

60
件
の
水
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

熊
本
水
遺
産
は
、
熊
本
市
の
水
文
化

カ
タ
ロ
グ
で
あ
り
、
多
様
性
の
証
明
で

も
あ
り
ま
す
。
水
文
化
と
い
う
と
小
難

し
い
で
す
が
、
い
わ
ば
郷
土
の
再
発
見
。

と
に
か
く
、
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

第
一
歩
な
の
で
す
。

そ
れ
で
「
熊
本
水
遺
産
め
ぐ
り
」
マ

ッ
プ
を
つ
く
り
、
水
遺
産
60
件
を
写
真

付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か

好
評
で
、
全
国
紙
の
新
聞
に
紹
介
さ
れ

た
と
き
は
、
熊
本
出
身
の
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
で
は
市
民
講
座
や
ツ
ア
ー
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
か
ら
「
今

ま
で
知
ら
ん
か
っ
た
！
」「
ど
こ
に
あ

る
の
？
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
く
と
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。

水
遺
産
の
登
録
が
あ
っ
た
地
元
で
は
、

例
え
ば
埃
を
被
っ
て
い
た
よ
う
な
小
さ

な
湧
水
地
で
も
、
水
遺
産
登
録
を
機
に

見
直
さ
れ
、
清
掃
や
整
備
が
行
な
わ
れ

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
制

度
に
一
番
期
待
し
て
い
た
効
用
は
、
こ

の
よ
う
な
地
域
の
動
き
な
の
で
す
。
元

来
そ
れ
ぞ
れ
が
歴
史
を
持
っ
た
素
晴
ら

し
い
資
源
で
あ
り
、
磨
け
ば
光
る
の
で

す
か
ら
。

こ
の
水
遺
産
制
度
は
、
熊
本
市
が
２

０
０
６
年
（
平
成
18
）
11
月
に
策
定
し
た

「
く
ま
も
と
水
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ラ
ン
」

事
業
の
一
つ
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

「
熊
本
を
訪
れ
た
い
」
あ
る
い
は
「
熊

本
で
暮
ら
し
た
い
」
と
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
、
新
た
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
水
で

確
立
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

プ
ラ
ン
の
中
で
は
「
保
全
と
活
用
の

好
循
環
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
魅

力
や
価
値
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
知
っ
て
価
値
が
あ
る

と
感
じ
れ
ば
、
自
ず
と
守
ろ
う
と
心
が

動
く
。
だ
か
ら
観
光
的
な
情
報
発
信
も

大
事
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
水
遺
産

は
地
味
で
す
が
重
要
な
事
業
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
花
火
で
は
な
い
、

長
期
的
視
点
を
備
え
た
「
急
が
ば
回
れ
」

型
の
事
業
の
一
つ
で
す
。

水
と
人
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
「
水
守
」

水
守
制
度
と
は
、
熊
本
の
水
を
愛
し

て
活
動
す
る
人
た
ち
を
〈
水
守
〉
の
愛

称
で
登
録
す
る
制
度
で
す
。
手
続
き
は
、

申
し
込
み
後
に
講
習
会
を
受
講
す
る
だ

け
で
す
。

大
学
教
授
の
「
研
究
水
守
」、
飲
食

店
オ
ー
ナ
ー
の
「
お
い
し
か
水
守
」、

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
「
ガ
イ
ド
水
守
」

な
ど
な
ど
。
実
は
私
も
「
講
座
・
ガ
イ

ド
水
守
」
な
ん
で
す
よ
。
水
守
の
前
の

部
分
の
名
称
は
自
分
で
自
由
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
名
の
自
覚
の

も
と
、
自
身
の
持
ち
場
で
活
動
す
る
の

形
を
問
わ
ず
、
熊
本
市
の
水
文
化
を
構

成
し
て
い
る
水
資
源
を
「
水
遺
産
」
と

し
て
、
市
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
候
補

は
市
民
か
ら
募
集
し
、
事
務
局
（
水
保

全
課
）
が
調
査
を
行
な
い
、
熊
本
水
遺

産
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
登
録
さ
れ

ま
す
。

手
前
味
噌
に
な
り
ま
す
が
、
各
地
の

湧
水
を
対
象
に
し
た
名
水
の
選
定
制
度

と
比
べ
る
と
、
多
様
な
水
文
化
を
対
象



清
正
が
あ
り
、
地
名
が
あ
り
、
歳
時
記

が
あ
り
、
わ
り
と
本
格
的
な
熊
本
地
域

の
地
下
水
の
説
明
が
あ
り
、
と
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
水
を
見
せ
て
い
ま
す

（
49
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
腹
で
テ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
を
買
っ
て
、
水
の
こ
と
を
勉
強

し
て
く
れ
る
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

従
来
の
行
政
の
押
し
売
り
と
も
い
え
る

啓
発
講
習
会
と
は
１
８
０
度
違
い
ま
す
。

水
検
定
に
は
１
級
〜
３
級
が
あ
り
、

３
級
は
入
門
レ
ベ
ル
と
い
え
ど
も
、
熊

本
の
水
の
全
体
像
が
理
解
で
き
る
よ
う

な
設
問
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
３
択

30
問
で
、
問
題
を
市
の
広
報
紙
な
ど
に

公
開
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
何
を
見

て
解
答
し
て
も
い
い
。
通
信
試
験
な
の

で
解
答
を
郵
便
で
送
る
だ
け
で
受
験
完

了
で
す
。
70
点
以
上
が
合
格
で
す
が
、

取
り
組
ん
で
も
ら
う
だ
け
で
十
分
価
値

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
海
外
か
ら
も
３
級
の
受
験
者

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
合
格
す
る
と
何

か
も
ら
え
る
の
か
？
　
い
え
、
認
定
証

と
自
己
満
足
だ
け
で
す
。

水
検
定
受
験
者
に
は
小
中
学
生
が
多

い
ん
で
す
。
実
は
、
市
内
の
小
学
生
に

は
、
卒
業
す
る
ま
で
に
全
員
に
合
格
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
し
て
、
小
学

校
に
出
張
授
業
に
出
か
け
て
水
検
定
を

受
け
る
よ
う
促
す
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
「
教
育
」
な
ん
で
す
よ
ね
。
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が
水
守
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
。

水
守
に
な
る
と
、
水
守
名
簿
が
配
布

さ
れ
ま
す
。
事
務
局
か
ら
「
水
守
ニ
ュ

ー
ス
」
が
配
信
さ
れ
、
各
水
守
さ
ん
の

活
動
情
報
が
届
き
ま
す
。
現
在
１
３
２

名
の
水
守
さ
ん
が
各
地
で
活
動
し
て
い

ま
す
。「
水
守
ニ
ュ
ー
ス
」
も
メ
ル
マ

ガ
会
員
に
登
録
す
れ
ば
受
信
で
き
ま
す
。

制
度
設
計
と
し
て
は
、
人
材
情
報
バ

ン
ク
、
活
動
情
報
バ
ン
ク
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
の
３
機
能
を
備
え
た
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
守
に
な
る
に
は
資
格
な
ど
不
要
で
、

熊
本
市
外
の
方
も
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
た
だ
一
つ
求
め
ら
れ
る
の
は
、

マ
イ
ペ
ー
ス
の
活
動
だ
け
で
す
。

合
格
者
１
万
人
突
破
！

く
ま
も
と
「
水
」
検
定

２
０
０
８
年
度
（
平
成
20
）
か
ら
は
、

水
検
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
初

の
〈
水
の
ご
当
地
検
定
〉
と
し
て
も
話

題
に
な
り
ま
し
た
が
、
送
料
負
担
だ
け

の
無
料
検
定
と
し
て
も
関
係
者
に
は
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
目
指
し
て
い

る
の
は
、
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
も
う

少
し
欲
を
い
え
ば
、
水
を
横
断
的
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
繰
り
返
し
に

な
り
ま
す
が
、
多
様
性
で
す
。

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
も

ら
え
ば
、
横
断
的
と
い
う
意
味
が
理
解

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
阿
蘇
が
あ
り
、

熊本県上益城郡嘉島町で生まれ育った宮地小百合さんは、熊本
大学文学部総合人間学科で学び、卒業論文に「嘉島町の水環境
と人のかかわり」をテーマに選んだ。右ページ上、右下：「か
き原」湧水。右ページ左下：「寺の下」と呼ばれる洗い場。宮
地さんの聞き取り調査によると、50年以上にわたってここを利
用してきた道の向かいにある岩野商店の岩野要子さん（78歳）
は、「少し離れた人は、わざわざ洗濯ものを持ってくるのが大
変だからやめていった」と言う。上の2枚：湧水天然プール。
地元村民、川野益雄さんが1927年（昭和2）の明治神宮大会に
おいて、水泳競技800m自由形で優勝した記念につくられた。
周辺にプール施設がなかったこともあって、水泳選手の練習場
所としても重宝されたが、近年、利用者のマナーが悪く存続が
危ぶまれている。木道の左の水面に茂るのは、ウォーターレタ
ス。繁殖力が旺盛な外来種で、駆除に頭を痛めている。左：ホ
テルの蛇口にも「安心して飲める井戸水使用」の文字が。
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